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1･Omg/cc になる如 くに調製した菌液の 0.05cc即ち
凡そ0･05mgを接種 した｡実験2に於てほ左眼前房内
のみに 0･01mg/ccに調製した生理的食塩水菌浮薄液





予め菌浮薄液を吸引した ｢ツベルクリン｣ 用注 射 器
(mantoux針)にて成る可 く角膜輪部に近い部位で眼
軸に直角の方向に角膜を穿刺 し, 菌浮薄液 0.05ccを
注入した｡
C) 薬剤投与方法
























せる臓器の 10倍稀釈液 0.1ccを 3%小川培地に注ぎ
37oCで8週間培養後,結核菌の発育状態を判定 した｡
第 3章 実 験 成 績
実験 1 SOA4単独経口投与の治療効果
表 1に示す如 く,SOMIOOmg/kg毎 日経 口投
与 と SOM 300mg/kg毎 日経 口投与の 2方式 に
ついて検討を加えた｡なお 1群 中の動物数はい
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第 3群] 対 照 (無処置)
? ?????
約 1 2 3 4 5 (過)
図1 右前眼部病変指数の経過 (各群平均)
接種菌量 0･005mg





表 2と図 1及び 2に示 した如 くで, SOM 投与
昭39.9
表 2 前眼部結核性病変指数の経過 (各群平均)
93
治 療 実 験 群
第 1群 SOM IOOmg/kg
第2群 SOM 300mg/kg
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蓑 3 体 重 経 過 (各群平均,単位kg)
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SOM 純末を用いて SOM 水溶液を作り, こ
前 1 り 3 L1 5 (過)
図 3 体 重 経 過 (各群平均)
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第 4 各 臓 器 の 肉 眼 的 結 核 性 病 変
実 験 群
第 1群 SOM IOOmg/kg

















































































表 6 実 験 動 物 の 編 成
実験群 治療の種類および投与量 使 用____ー ･動物数
第2群 SOMIOOmg/kg毎日経口投与 5
第3群 :soM200mg/kg毎日経口投与 5












注群,SOM IOOmg/kg経口投与群 及 び SOM
200mg/kg経口投与群の3群の問にはその治療
効果の差異が殆どなくなっているが,治療開始













表 7 前眼部結核性病変指数の経過 (各群平均)
治 療 期 間 (過)
治 療 実 験 群
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表 8 体 重 経 過 (各群平均,単位kg)
＼ー -＼ 治 療 期 間 (過
■li⊇=≡⊇l■i=!l
垂 療 実 験 群 ､- - -
第 1群 SOM 200mg/kg 静 注
第2群 SOM IOOmg/kg 経 口
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ある｡ 本篇では実験 2に於て接種菌量 を か な








弱 い ものと云わざるを得ない｡又,実験 1では
約 1 2 3






















表 9 各 臓 器 の 肉 眼 的 結 核 性 病 変
昭39.9



































































































































































投与量として 100mg/kg と 300mg/kgを,実
験 2では 100mg/kg.と 200mg/kg とを検討 し





















ほ SOM IOOmg及至 200mg/kg経口投与の方
が治療効果に於て勝れていた｡又,実験 2では






度ではあるが勝れた成績を示 してお り, SOM
の静脈内投与については今後更に検討する価値
があろう｡







は CS･SOM2者併用方式, 3者併用では KM･








として SOM の単独投与の治療効果を検討 して
次の結果を得た｡
SOM IOOmg/kg経口投与は軽度ながら治療効
果が認められた, しかしこの治療効果は SOM
投与量を 200mg/kgから 300mg/kg-と増加
しても高めることは出来なかった｡ 又, SOM
200mg/kg耳静脈注射を試みたが,注射局所組
織の壊死を生 じたため,治療開始後 3週間で静
注不能となった｡ しかし治療開始後 3週迄の治
療成績は SOM 経口投与に比べてわづかに勝れ
ていた｡
又,PAS-Na200mg/kg経口投与よりもSOM
IOO乃至 200mg/kg経口投与の方が勝れていた｡
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並びに本研究に御協力下さいました住友化学工業株式
会社の方々に深甚の謝意を捧げます｡
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